
 

 

2026年４月 24日 
各 位 

上場会社名 株式会社ジェリービーンズグループ 

（東証グロース・コード３０７０） 

本社所在地 東京都台東区上野１丁目 16 番５号 

代 表 者 代 表 取 締 役 社 長 宮 﨑  明 

問 合 せ 先 取締役 ＩＲ広報室長 林     光 

電 話 番 号 （03）4570-6139 

（URL https://www.jelly-beans-group.co.jp/） 

 

 

毛髪クリニックリーブ 21®と戦略的パートナーシップを締結  

～ヘルスケア・ビューティー事業拡大、株主優待と ECチャネルの相互活用を推進～ 

 

株式会社ジェリービーングループ（東京都台東区、代表取締役：宮﨑 明、以下「ジェリー

ビーングループ」）は、本日、株式会社毛髪クリニックリーブ 21®（本社：大阪府大阪市、代

表取締役：岡村 勝正、以下「リーブ 21」）との間で、両社のブランド価値向上および顧客基

盤の相互活用を目的とした戦略的パートナシップ締結（以下「本提携」）について合意いたし

ましたので、下記の通りお知らせいたします。 

記 

１． 本提携の背景 

当社グループは、従来の婦人靴事業からライフスタイル全般を支える多角的な事業構造 

への転換を推進しております。現在は、ジェリービーンズスタイルのリカバリーウェアや

スポーツブランド「361°」の EC 展開、さらには連結子会社である MAKE BEAUTURE 株式会

社（以下「MB 社」）を通じたスカルプケア製品（育毛剤等）の販売など、健康と美を軸と

した事業ポートフォリオの再構築を進めております。 

一方、リーブ 21 は発毛・育毛分野において圧倒的な認知度と技術力を有するリーディン

グカンパニーです。今般、当社グループの成長戦略の一環として、リーブ 21 との戦略的パ

ートナーシップを構築することにより、MB 社の製品力向上、EC チャネルの相互活用、およ

び株主還元策の拡充を図ります。両社のリソースを融合させることで、次世代のヘルスケ

ア・ビューティー市場におけるシェア拡大を目指し、本提携に至りました。 

 

２． 本提携内容 

本提携は、両社の強みを活かした包括的な協力関係を構築するものであり、主に以下の 

項目について推進・検討してまいります。 

 （１）株主優待制度における連携および店舗送客 

当社の株主優待制度において、リーブ 21の高品質なヘアケア製品等をラインナップに加

えるとともに、優待券等を活用したリーブ 21店舗（オペレーションセンター）への相互

送客を強化いたします。また、当社 EC サイトを通じたリーブ 21 製品の販売・普及を推

進し、株主様および顧客の利便性向上と満足度最大化を図ります。 

 （２）共同での製品開発および販売協力 

  当社連結子会社の MAKE BEAUTURE株式会社の美容・育毛関連製品と、リーブ 21の知見・

技術を掛け合わせた新商品の共同開発を検討いたします。また、両社の販路を活用した

クロスセル（相互販売）を強化いたします。 

 （３）リーブ 21店舗における当社製品の展示・宣伝 

  全国に展開するリーブ 21 の店舗（オペレーションセンター）において、当社のリカバリ

ーウェアや「361°」ブランド製品の展示・宣伝・サンプリング等を実施いたします。こ

れにより、実店舗を持たない当社の製品を、ターゲット層に近い顧客へ直接訴求する機

会を創出いたします。 

 （４）マーケティングおよび専門機関との連携協力 

  オンライン・オフラインの両チャネルにおいて相互送客を行い、美容・健康意識の高い顧 



客層に対するブランド認知の最大化を図ります。 

① インフルエンサー等を活用した SNSマーケティングによる若年層・新規層へのアプロ

ーチ 

② 提携病院およびクリニックとのネットワーク活用による、エビデンスに基づいた製

品・サービスの普及 

③ 両社の顧客基盤を背景とした、美容・健康意識の高い層に対する相互送客 

 

今後、両社が持つ専門知識とリソースを最大限に融合させ、お客様一人ひとりの健康と

美に寄り添う新たな価値を創造してまいります。次世代のヘルスケア・ビューティー市場

におけるリーディングカンパニーを目指し、両社一丸となって邁進してまいります。 

 

３．今後の見通し 

本件による当社の連結業績への影響は軽微であると見込んでおります。 

 

以上 


